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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
の
う
ち
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
以
下
「
入
管
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
三
条
第
三
項
の
改
正
規
定
（

同
項
第
三
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
第
三
条
の
う
ち
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た

者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
以
下
「
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
中
「
第
七
十
条
第
八
号
」
を
「
第
七
十

条
第
一
項
第
八
号
」
に
改
め
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
六
十
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
一
条
中
入
管
法
第
二
十
三
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
、
第
七
十
六
条
及
び
第
七
十
七
条
の
二
の
改
正
規
定
並
び
に
附

則
第
六
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

三

第
一
条
の
規
定
（
入
管
法
第
二
十
三
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
、
第
五
十
三
条
第
三
項
、
第
七
十
六
条
及
び
第
七
十
七

条
の
二
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
並
び
に
次
条
か
ら
附
則
第
五
条
ま
で
、
附
則
第
四
十
四
条
（
第
六
号
を
除
く
。
）
及
び

第
五
十
一
条
の
規
定
、
附
則
第
五
十
三
条
中
雇
用
対
策
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
四
条
第
三
項
の
改
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正
規
定
、
附
則
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
並
び
に
附
則
第
五
十
七
条
の
う
ち
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術

の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
別
表
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政

令
第
三
百
十
九
号
）
の
項
中
「
第
二
十
条
第
四
項
（
」
の
下
に
「
第
二
十
一
条
第
四
項
及
び
」
を
加
え
、
「
、
第
二
十
一

条
第
四
項
」
を
削
る
改
正
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

四

附
則
第
十
三
条
（
第
六
項
を
除
く
。
）
、
第
十
四
条
、
第
二
十
七
条
（
第
五
項
を
除
く
。
）
、
第
三
十
五
条
（
附
則
第

二
十
七
条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
四
十
二
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
六
月
を
超
え
な

い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

五

第
一
条
中
入
管
法
第
五
十
三
条
第
三
項
の
改
正
規
定
（
同
項
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

強
制
失
踪
か
ら
の
す

そ
う

べ
て
の
者
の
保
護
に
関
す
る
国
際
条
約
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
又
は
こ
の
法
律
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か

遅
い
日

（
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
入
管
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
等
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
入
管
法
（
以
下
「
改
正
入
管
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
第
三
号
の
規
定
は
、

前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
三
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
改
正
入
管
法
第
二
十
四
条
第
三
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号
に
規
定
す
る
行
為
を
行
い
、
唆
し
、
又
は
こ
れ
を
助
け
た
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
入
管
法
（
以
下
「
旧
入
管
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
第
三
号
に
規
定
す
る
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
す
る
退
去
強
制

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

改
正
入
管
法
第
二
十
四
条
第
三
号
の
四
の
規
定
は
、
第
三
号
施
行
日
以
後
に
同
条
第
三
号
の
四
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲

げ
る
い
ず
れ
か
の
行
為
を
行
い
、
唆
し
、
又
は
こ
れ
を
助
け
た
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
四
条

改
正
入
管
法
第
二
十
四
条
第
四
号
へ
（
改
正
入
管
法
第
七
十
三
条
の
罪
に
よ
り
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
に

こ

係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
第
三
号
施
行
日
以
後
に
当
該
罪
に
よ
り
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
に
つ
い
て
適

こ

用
す
る
。

第
五
条

第
三
号
施
行
日
前
に
旧
入
管
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
在
留
資
格
を
決
定
さ
れ
て
本
邦
に
上
陸
し
た
外
国
人

で
あ
っ
て
そ
の
後
引
き
続
き
本
邦
に
在
留
す
る
も
の
は
、
改
正
入
管
法
第
二
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
技

能
実
習
の
在
留
資
格
（
改
正
入
管
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
二
号
イ
又
は
ロ
に
係
る
も
の
に
限
る

。
）
へ
の
変
更
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
改
正
入
管
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の

下
欄
第
二
号
イ
中
「
前
号
イ
」
と
あ
り
、
及
び
同
号
ロ
中
「
前
号
ロ
」
と
あ
る
の
は
、
「
四
の
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
」
と
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す
る
。

２

第
三
号
施
行
日
前
に
旧
入
管
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
就
学
の
在
留
資
格
を
決
定
さ
れ
て
本
邦
に
上
陸
し
た
外
国
人
で
あ

っ
て
そ
の
後
引
き
続
き
本
邦
に
在
留
す
る
も
の
は
、
改
正
入
管
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留

す
る
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
在
留
資
格
に
伴
う
在
留
期
間
は
、
当
該
就
学
の
在
留
資
格
に
伴
う
在
留

期
間
が
満
了
す
る
日
に
応
当
す
る
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

第
六
条

法
務
大
臣
は
、
第
三
号
施
行
日
以
後
に
本
邦
に
上
陸
し
よ
う
と
す
る
外
国
人
で
あ
っ
て
改
正
入
管
法
別
表
第
一
の
二

の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
活
動
を
行
お
う
と
す
る
も
の
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
が
あ
っ

た
と
き
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
日
前
に
、
当
該
外
国
人
に
対
し
、
技
能
実
習
の
在
留
資
格
（
同
表
の

技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
在
留
資
格
認
定
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
入
管
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
等
）

第
七
条

法
務
大
臣
は
、
当
分
の
間
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
入
管
法
（
以
下
「
新
入
管
法
」
と
い
う
。
）
第
十
九

条
の
六
に
規
定
す
る
上
陸
許
可
の
証
印
又
は
許
可
を
受
け
た
中
長
期
在
留
者
（
新
入
管
法
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
中
長
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期
在
留
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
し
、
当
該
上
陸
許
可
の
証
印
又
は
許
可
を
受
け
た
出
入
国
港
に
お
い
て
、
直
ち
に

新
入
管
法
第
十
九
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
在
留
カ
ー
ド
（
新
入
管
法
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
入
国
審
査
官
に
、
当
該
中
長

期
在
留
者
の
旅
券
に
、
後
日
在
留
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
旨
の
記
載
を
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
旅
券
に
後
日
在
留
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
旨
の
記
載
を
受
け
た
中
長
期
在
留
者
（
在
留
カ
ー
ド
の
交
付

を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
に
対
す
る
新
入
管
法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
九
条
の
九
第
一
項
及
び
第

三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
在
留
カ
ー
ド
を
提
出
し
」
と
あ
る
の
は
、
「
後
日
在
留
カ
ー
ド
を

交
付
す
る
旨
の
記
載
を
受
け
た
旅
券
を
提
示
し
」
と
す
る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者
に
対
す
る
新
入
管
法
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中

「
在
留
カ
ー
ド
を
所
持
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
旅
券
に
後
日
在
留
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
旨
の
記
載
を
受
け
た
」
と
す

る
。

第
八
条

新
入
管
法
第
十
九
条
の
七
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
新
入
管
法

第
十
九
条
の
六
に
規
定
す
る
上
陸
許
可
の
証
印
又
は
許
可
を
受
け
て
中
長
期
在
留
者
と
な
っ
た
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
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第
九
条

新
入
管
法
第
十
九
条
の
八
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
入
管
法
の
規
定
に
よ
る
許
可
を

受
け
て
新
た
に
中
長
期
在
留
者
と
な
っ
た
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
十
条

新
入
管
法
第
十
九
条
の
九
の
規
定
は
、
附
則
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者

（
そ
の
住
居
地
（
本
邦
に
お
け
る
主
た
る
住
居
の
所
在
地
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
附
則
第
十
七
条
第
一
項
又

は
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
を
除
く
。
）
に
は
、
適
用
し
な
い
。

第
十
一
条

新
入
管
法
第
十
九
条
の
十
の
規
定
は
、
附
則
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者
で
あ
っ
て
、
第
四
条

の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
外
国
人
登
録
法
（
以
下
「
旧
外
国
人
登
録
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請

を
し
て
い
な
い
も
の
（
附
則
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
者
を
除
く
。
）
に
は
、
適
用
し
な
い
。

第
十
二
条

新
入
管
法
第
十
九
条
の
十
六
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
新
入
管
法
第
十
九
条
の
六
に
規
定
す
る
上
陸
許
可
の
証

印
若
し
く
は
許
可
又
は
新
入
管
法
第
二
十
条
第
三
項
本
文
（
新
入
管
法
第
二
十
二
条
の
二
第
三
項
（
新
入
管
法
第
二
十
二
条

の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
一
条
第
三
項
、
第
二
十
二
条

第
二
項
（
新
入
管
法
第
二
十
二
条
の
二
第
四
項
（
新
入
管
法
第
二
十
二
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
二
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
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に
よ
る
許
可
を
受
け
た
中
長
期
在
留
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
十
三
条

本
邦
に
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人
で
、
旧
外
国
人
登
録
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受

け
、
そ
の
有
す
る
在
留
期
間
（
新
入
管
法
第
二
十
条
第
五
項
（
新
入
管
法
第
二
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
本
邦
に
在
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
十
五
条
第
二
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
満
了
の
日
が
施
行
日
以
後
に
到
来
す
る
も
の
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
（
以
下
「
予
定
中
長
期

在
留
者
」
と
い
う
。
）
は
、
附
則
第
一
条
第
四
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
法
務
省
令
で
定
め
る
手

続
に
よ
り
、
法
務
大
臣
に
対
し
、
在
留
カ
ー
ド
の
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

三
月
以
下
の
在
留
期
間
が
決
定
さ
れ
た
者

二

短
期
滞
在
の
在
留
資
格
が
決
定
さ
れ
た
者

三

外
交
又
は
公
用
の
在
留
資
格
が
決
定
さ
れ
た
者

四

前
三
号
に
準
ず
る
者
と
し
て
法
務
省
令
で
定
め
る
も
の

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
地
方
入
国
管
理
局
に
自
ら
出
頭
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

予
定
中
長
期
在
留
者
が
十
六
歳
に
満
た
な
い
場
合
又
は
疾
病
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
自
ら
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
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す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
当
該
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
（
十
六
歳
に
満
た
な
い
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ

て
当
該
予
定
中
長
期
在
留
者
と
同
居
す
る
も
の
が
、
当
該
各
号
の
順
位
に
よ
り
、
当
該
予
定
中
長
期
在
留
者
に
代
わ
っ
て
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

配
偶
者

二

子

三

父
又
は
母

四

前
三
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
親
族

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
つ
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
者
（
十
六
歳
に
満
た

な
い
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
予
定
中
長
期
在
留
者
と
同
居
す
る
も
の
が
当
該
予
定
中
長
期
在
留
者
の
依
頼
に
よ
り
当
該
予

定
中
長
期
在
留
者
に
代
わ
っ
て
す
る
場
合
そ
の
他
法
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

予
定
中
長
期
在
留
者
が
自
ら
出
頭
し
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
を
要
し
な
い
。

５

予
定
中
長
期
在
留
者
が
、
施
行
日
の
一
月
前
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
旧
外
国
人
登
録
法
第
六
条
第
一
項
、
第

六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
時
に
、
第
一
項
の
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規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

６

法
務
大
臣
は
、
施
行
日
以
後
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
予
定
中
長
期
在
留
者
が
中
長
期
在
留
者
と
し
て
本
邦

に
在
留
す
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
入
国
審
査
官
に
、
そ
の
者
に
対
し
、
在
留
カ
ー
ド
を
交
付
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
四
条

法
務
大
臣
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
関
し
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ

る
在
留
カ
ー
ド
の
交
付
の
準
備
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
員
に
事
実
の
調
査
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

入
国
審
査
官
又
は
入
国
警
備
官
は
、
前
項
の
調
査
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
関
係
人
に
対
し
、
出
頭
を
求
め
、
質
問

を
し
、
又
は
文
書
の
提
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

法
務
大
臣
、
入
国
審
査
官
又
は
入
国
警
備
官
は
、
第
一
項
の
調
査
に
つ
い
て
、
公
務
所
又
は
公
私
の
団
体
に
照
会
し
て
必

要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
五
条

中
長
期
在
留
者
が
所
持
す
る
旧
外
国
人
登
録
法
に
規
定
す
る
外
国
人
登
録
証
明
書
（
以
下
「
登
録
証
明
書
」
と
い

う
。
）
は
、
新
入
管
法
第
十
九
条
の
九
、
第
十
九
条
の
十
一
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
九
条
の
十
二
第
一
項
、
第
十
九
条

の
十
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
第
一
項
後
段
を
除
く
。
）
、
第
十
九
条
の
十
四
、
第
十
九
条
の
十
五
、
第
二
十
三
条
、

第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
、
第
六
十
一
条
の
九
の
三
第
一
項
第
一
号
（
新
入
管
法
第
十
九
条
の
九
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
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に
お
い
て
準
用
す
る
新
入
管
法
第
十
九
条
の
七
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
第

六
十
一
条
の
九
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
（
い
ず
れ
も
同
条
第
一
項
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
り
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
附
則

第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
附
則
第
十
七
条
（
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
九
条
第
一
項
（
附
則
第
十
七
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
入
管
法
第
十
九

条
の
七
第
二
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
在
留

カ
ー
ド
と
み
な
す
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
証
明
書
が
在
留
カ
ー
ド
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
有
効
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
中
長
期
在
留
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
が
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

一

永
住
者

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
（
施
行
日
に
十
六
歳
に
満
た
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
施
行
日
か

ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
又
は
十
六
歳
の
誕
生
日
（
当
該
外
国
人
の
誕
生
日
が
二
月
二
十
九
日
で
あ
る
と
き
は
、

当
該
外
国
人
の
う
る
う
年
以
外
の
年
に
お
け
る
誕
生
日
は
二
月
二
十
八
日
で
あ
る
も
の
と
み
な
す
。
以
下
同
じ
。
）
の
い

ず
れ
か
早
い
日
）

二

入
管
法
別
表
第
一
の
五
の
表
の
上
欄
の
在
留
資
格
を
決
定
さ
れ
、
同
表
の
下
欄
（
ニ
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
に
掲
げ
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る
活
動
を
指
定
さ
れ
た
者

在
留
期
間
の
満
了
の
日
又
は
前
号
に
定
め
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日

三

前
二
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

在
留
期
間
の
満
了
の
日
（
施
行
日
に
十
六
歳
に
満
た
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
在
留
期

間
の
満
了
の
日
又
は
十
六
歳
の
誕
生
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
）

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
在
留
カ
ー
ド
と
み
な
さ
れ
る
登
録
証
明
書
を
所
持
す
る
中
長
期
在
留
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
そ

の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
前
に
、
法
務
省
令
で
定
め
る
手
続
に
よ
り
、
法
務
大
臣
に
対
し
、
在
留
カ
ー
ド
の
交
付
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

４

法
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
入
国
審
査
官
に
、
当
該
中
長
期
在
留
者
に
対
し
、
在
留

カ
ー
ド
を
交
付
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
六
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
登
録
証
明
書
を
所
持
し
な
い
中
長
期
在
留
者
は
、
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
在
留
カ
ー
ド
の
交
付
の
申
請
を
し
た
場
合
を
除
き
、
施
行
日
（
施
行
日
に
お
い
て
本
邦
か
ら
出
国
し
て
い
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
施
行
日
以
後
最
初
に
入
国
し
た
日
）
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
法
務
省
令
で
定
め
る
手
続
に
よ
り
、
法
務
大
臣
に
対

し
、
在
留
カ
ー
ド
の
交
付
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者
が
、
施
行
日
の
一
月
前
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
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に
、
旧
外
国
人
登
録
法
第
三
条
第
一
項
又
は
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
当
該

申
請
に
係
る
登
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
と
き
は
、
施
行
日
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
も
の

と
み
な
す
。

３

法
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
入
国
審
査
官
に
、
当
該
中
長
期
在
留
者
に
対
し
、
在

留
カ
ー
ド
を
交
付
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条

旧
外
国
人
登
録
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
同
項
に
規
定
す
る
外

国
人
登
録
原
票
（
以
下
「
登
録
原
票
」
と
い
う
。
）
に
登
録
さ
れ
た
居
住
地
が
住
居
地
に
該
当
し
な
い
中
長
期
在
留
者
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
法
務
省
令
で
定
め
る
手
続
に
よ

り
、
住
居
地
の
市
町
村
（
東
京
都
の
特
別
区
の
存
す
る
区
域
及
び
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
に
あ
っ
て
は
、
区
。
以
下
同
じ
。
）
の
長
に
対
し
、
在
留
カ
ー
ド
を
提
出
し
た
上

、
当
該
住
居
地
の
市
町
村
の
長
を
経
由
し
て
、
法
務
大
臣
に
対
し
、
そ
の
住
居
地
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
登
録
証
明
書
を
所
持
し
、
施
行
日
に
住
居
地
が
あ
る
場
合

施
行
日
（
施
行
日
に
お
い
て

本
邦
か
ら
出
国
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
施
行
日
以
後
最
初
に
入
国
し
た
日
）
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二

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
登
録
証
明
書
を
所
持
し
、
施
行
日
後
に
住
居
地
を
定
め
た
場
合

住
居
地
を
定
め
た
日

三

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
登
録
証
明
書
を
所
持
せ
ず
、
施
行
日
に
住
居
地
が
あ
る
場
合

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
在
留
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
日

四

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
登
録
証
明
書
を
所
持
せ
ず
、
施
行
日
後
に
住
居
地
を
定
め
た
場
合

住
居
地
を
定
め
た
日

又
は
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
在
留
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

２

新
入
管
法
第
十
九
条
の
七
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
在
留
カ
ー
ド
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
準
用
す
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者
が
、
在
留
カ
ー
ド
を
提
出
し
て
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一

号
）
第
三
十
条
の
四
十
六
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
と
き
は
、
当
該
届
出
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
と
み
な
す
。

第
十
八
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
本
邦
に
在
留
す
る
中
長
期
在
留
者
で
あ
っ
て
、
旧
外
国
人
登
録
法
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
申
請
を
し
て
い
な
い
も
の
は
、
附
則
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
在
留
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
日
（
当

該
日
に
住
居
地
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
後
に
住
居
地
を
定
め
た
日
）
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
法
務
省
令
で
定
め
る

手
続
に
よ
り
、
住
居
地
の
市
町
村
の
長
に
対
し
、
在
留
カ
ー
ド
を
提
出
し
た
上
、
当
該
住
居
地
の
市
町
村
の
長
を
経
由
し
て

、
法
務
大
臣
に
対
し
、
そ
の
住
居
地
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２

新
入
管
法
第
十
九
条
の
七
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
在
留
カ
ー
ド
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
準
用
す
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者
が
、
在
留
カ
ー
ド
を
提
出
し
て
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
六
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
し
た
と
き
は
、
当
該
届
出
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
と
み
な
す
。

第
十
九
条

附
則
第
十
三
条
第
六
項
、
第
十
五
条
第
四
項
若
し
く
は
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
在
留
カ
ー

ド
の
受
領
又
は
附
則
第
十
五
条
第
三
項
若
し
く
は
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
地
方
入
国
管
理
局
に
、
附
則
第

十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
又
は
附
則
第
十
七
条
第
二
項
及
び
前
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
新
入
管
法
第
十
九
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
返
還
さ
れ
る
在
留
カ
ー
ド
の
受
領
は
住
居
地
の
市
町
村
の
事
務
所
に

、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
出
頭
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

新
入
管
法
第
六
十
一
条
の
九
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
受
領
、
申
請
又
は
届
出
の
手
続
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
条

新
入
管
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
第
五
号
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
、
新

入
管
法
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
六
十
一
条
の
二
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
二
十
一
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
新
入
管
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
日
本
人
の
配
偶
者
等
の
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在
留
資
格
又
は
永
住
者
の
配
偶
者
等
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
者
で
、
そ
の
配
偶
者
の
身
分
を
有
す
る
者
と
し
て
の

活
動
を
継
続
し
て
六
月
以
上
行
わ
な
い
で
在
留
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
の
同
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「

継
続
し
て
六
月
」
と
あ
る
の
は
、
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を

離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の

施
行
後
継
続
し
て
六
月
」
と
す
る
。

第
二
十
二
条

施
行
日
前
に
旧
外
国
人
登
録
法
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
行
い
、
施
行
日
前
又
は
施
行
日
以
後
に
禁
錮
以
上

こ

の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
（
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
に
対
す
る
退
去
強
制
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

第
二
十
三
条

法
務
大
臣
は
、
附
則
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者
に
つ
い
て
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
事
実
が
判
明
し
た
と
き
は
、
当
該
中
長
期
在
留
者
が
現
に
有
す
る
在
留
資
格
を
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
る
。

一

施
行
日
か
ら
九
十
日
以
内
に
、
法
務
大
臣
に
、
住
居
地
の
届
出
を
し
な
い
こ
と
（
届
出
を
し
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な

理
由
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
。
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二

法
務
大
臣
に
、
虚
偽
の
住
居
地
を
届
け
出
た
こ
と
。

２

前
項
に
規
定
す
る
在
留
資
格
の
取
消
し
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
新
入
管
法
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
二
十
四
条

附
則
第
三
十
七
条
又
は
第
三
十
九
条
の
罪
に
よ
り
懲
役
に
処
せ
ら
れ
た
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
本
邦
か
ら
の
退

去
を
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
退
去
強
制
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
新
入
管
法
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
特
例
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
等
）

第
二
十
五
条

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
例
法
（
以
下
「
新
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
の
規
定
は
、
附
則
第
三

十
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
（
そ
の
住
居
地
に
つ
い
て
、
附
則
第
三
十
条
第
一
項
又
は

第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
を
除
く
。
）
に
は
、
適
用
し
な
い
。

第
二
十
六
条

新
特
例
法
第
十
一
条
の
規
定
は
、
附
則
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
で
あ
っ
て
、
旧
外
国
人

登
録
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
て
い
な
い
も
の
（
附
則
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た

者
を
除
く
。
）
に
は
、
適
用
し
な
い
。

第
二
十
七
条

施
行
日
前
に
、
本
邦
に
在
留
す
る
特
別
永
住
者
で
あ
っ
て
、
旧
外
国
人
登
録
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
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登
録
を
受
け
て
い
る
も
の
は
、
附
則
第
一
条
第
四
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
法
務
省
令
で
定
め
る

手
続
に
よ
り
、
居
住
地
の
市
町
村
の
長
を
経
由
し
て
、
法
務
大
臣
に
対
し
、
特
別
永
住
者
証
明
書
の
交
付
を
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
居
住
地
の
市
町
村
の
事
務
所
に
自
ら
出
頭
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

附
則
第
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
の
手
続
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４

第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
が
、
施
行
日
の
一
月
前
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
旧
外
国
人
登
録
法
第
六
条

第
一
項
、
第
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
時
に

、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

５

法
務
大
臣
は
、
施
行
日
以
後
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
特
別
永
住
者
が
特
別
永
住
者
と
し
て
本
邦
に
在
留
す

る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
居
住
地
の
市
町
村
の
長
を
経
由
し
て
、
そ
の
者
に
対
し
、
特
別
永
住
者
証
明
書
を
交
付
す
る
も
の

と
す
る
。

第
二
十
八
条

特
別
永
住
者
が
所
持
す
る
登
録
証
明
書
は
、
新
特
例
法
第
十
条
（
第
一
項
及
び
第
四
項
を
除
く
。
）
、
第
十
二

条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
第
一
項
後
段
を
除
く
。
）
、
第
十
五
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条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
、
第
十
九
条
第
一
項
（
新
特
例
法
第
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
い
ず
れ
も
同
条
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
り
、
こ
れ
ら
の
規
定
を

附
則
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
二
十
三
条
第
二
項
並
び
に
附
則
第
三
十
条
（
第

一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
十
二
条
第
一
項
（
附
則
第
三
十
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
新
特
例
法
第
十
条
第
三
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。

）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
特
別
永
住
者
証
明
書
と
み
な
す
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
証
明
書
が
特
別
永
住
者
証
明
書
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
有
効
期
間
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
特
別
永
住
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
が
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

一

施
行
日
に
十
六
歳
に
満
た
な
い
者

十
六
歳
の
誕
生
日

二

施
行
日
に
十
六
歳
以
上
の
者
で
あ
っ
て
、
旧
外
国
人
登
録
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
日
（
旧
外

国
人
登
録
法
第
六
条
第
三
項
、
第
六
条
の
二
第
四
項
若
し
く
は
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
又
は
旧
外
国
人
登
録

法
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
く
確
認
を
受
け
た
場
合
に
は
、
最
後
に
確
認
を
受
け

た
日
。
次
号
に
お
い
て
「
登
録
等
を
受
け
た
日
」
と
い
う
。
）
後
の
七
回
目
の
誕
生
日
が
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
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経
過
す
る
日
ま
で
に
到
来
す
る
も
の

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日

三

施
行
日
に
十
六
歳
以
上
の
者
で
あ
っ
て
、
登
録
等
を
受
け
た
日
後
の
七
回
目
の
誕
生
日
が
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
年

を
経
過
す
る
日
後
に
到
来
す
る
も
の

当
該
誕
生
日

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
永
住
者
証
明
書
と
み
な
さ
れ
る
登
録
証
明
書
を
所
持
す
る
特
別
永
住
者
は
、
前
項
に
規
定
す

る
そ
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
前
に
、
法
務
省
令
で
定
め
る
手
続
に
よ
り
、
居
住
地
の
市
町
村
の
長
を
経
由
し
て
、
法
務
大

臣
に
対
し
、
特
別
永
住
者
証
明
書
の
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

法
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
居
住
地
の
市
町
村
の
長
を
経
由
し
て
、
当
該
特
別
永
住

者
に
対
し
、
特
別
永
住
者
証
明
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
九
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
登
録
証
明
書
を
所
持
し
な
い
特
別
永
住
者
は
、
附
則
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
特
別
永
住
者
証
明
書
の
交
付
の
申
請
を
し
た
場
合
を
除
き
、
施
行
日
（
施
行
日
に
お
い
て
本
邦
か
ら
出
国
し
て
い
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
施
行
日
以
後
最
初
に
入
国
し
た
日
）
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
法
務
省
令
で
定
め
る
手
続
に
よ
り
、
居
住

地
の
市
町
村
の
長
を
経
由
し
て
、
法
務
大
臣
に
対
し
、
特
別
永
住
者
証
明
書
の
交
付
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
が
、
施
行
日
の
一
月
前
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
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、
旧
外
国
人
登
録
法
第
三
条
第
一
項
又
は
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
当
該
申

請
に
係
る
登
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
と
き
は
、
施
行
日
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
も
の
と

み
な
す
。

３

法
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
居
住
地
の
市
町
村
の
長
を
経
由
し
て
、
当
該
特
別
永

住
者
に
対
し
、
特
別
永
住
者
証
明
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
条

旧
外
国
人
登
録
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
登
録
原
票
に
登
録
さ

れ
た
居
住
地
が
住
居
地
に
該
当
し
な
い
特
別
永
住
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
法
務
省
令
で
定
め
る
手
続
に
よ
り
、
住
居
地
の
市
町
村
の
長
に
対
し
、
特
別
永
住
者
証
明
書
を
提

出
し
た
上
、
当
該
市
町
村
の
長
を
経
由
し
て
、
法
務
大
臣
に
対
し
、
そ
の
住
居
地
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
登
録
証
明
書
を
所
持
し
、
施
行
日
に
住
居
地
が
あ
る
場
合

施
行
日
（
施
行
日
に
お
い
て

本
邦
か
ら
出
国
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
施
行
日
以
後
最
初
に
入
国
し
た
日
）

二

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
登
録
証
明
書
を
所
持
し
、
施
行
日
後
に
住
居
地
を
定
め
た
場
合

住
居
地
を
定
め
た
日

三

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
登
録
証
明
書
を
所
持
せ
ず
、
施
行
日
に
住
居
地
が
あ
る
場
合

前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
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り
特
別
永
住
者
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
日

四

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
登
録
証
明
書
を
所
持
せ
ず
、
施
行
日
後
に
住
居
地
を
定
め
た
場
合

住
居
地
を
定
め
た
日

又
は
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
永
住
者
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

２

新
特
例
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
永
住
者
証
明
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
準
用
す
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
が
、
特
別
永
住
者
証
明
書
を
提
出
し
て
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
六
の
規
定

に
よ
る
届
出
を
し
た
と
き
は
、
当
該
届
出
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
と
み
な
す
。

第
三
十
一
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
本
邦
に
在
留
す
る
特
別
永
住
者
で
あ
っ
て
、
旧
外
国
人
登
録
法
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
申
請
を
し
て
い
な
い
も
の
は
、
附
則
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
永
住
者
証
明
書
の
交
付
を
受
け

た
日
（
当
該
日
に
住
居
地
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
後
に
住
居
地
を
定
め
た
日
）
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
法
務
省
令

で
定
め
る
手
続
に
よ
り
、
住
居
地
の
市
町
村
の
長
に
対
し
、
特
別
永
住
者
証
明
書
を
提
出
し
た
上
、
当
該
市
町
村
の
長
を
経

由
し
て
、
法
務
大
臣
に
対
し
、
そ
の
住
居
地
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

新
特
例
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
永
住
者
証
明
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
準
用
す
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
が
、
特
別
永
住
者
証
明
書
を
提
出
し
て
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
六
の
規
定
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に
よ
る
届
出
を
し
た
と
き
は
、
当
該
届
出
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
と
み
な
す
。

第
三
十
二
条

附
則
第
二
十
七
条
第
五
項
、
第
二
十
八
条
第
四
項
若
し
く
は
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
、

若
し
く
は
附
則
第
三
十
条
第
二
項
及
び
前
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
特
例
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
返
還
さ

れ
る
特
別
永
住
者
証
明
書
の
受
領
、
附
則
第
二
十
八
条
第
三
項
若
し
く
は
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
又
は
附

則
第
三
十
条
第
一
項
若
し
く
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
居
住
地
（
附
則
第
三
十
条
第
二
項
及
び
前
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
新
特
例
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
返
還
さ
れ
る
特
別
永
住
者
証
明
書
の
受
領
又
は
附
則
第
三
十

条
第
一
項
若
し
く
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
は
、
住
居
地
）
の
市
町
村
の
事
務
所
に
自
ら
出
頭
し
て
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

新
特
例
法
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
受
領
、
申
請
又
は
届
出
の
手
続
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

（
登
録
原
票
の
送
付
）

第
三
十
三
条

市
町
村
の
長
は
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
市
町
村
の
事
務
所
に
備
え
て
い
る
登
録
原
票
を
、
施
行
日
以
後
、

速
や
か
に
、
法
務
大
臣
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
登
録
証
明
書
の
返
納
）

第
三
十
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
本
邦
に
在
留
す
る
外
国
人
（
中
長
期
在
留
者
及
び
特
別
永
住
者
を
除
く
。
）
で
登

録
証
明
書
を
所
持
す
る
も
の
は
、
施
行
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
法
務
大
臣
に
対
し
、
当
該
登
録
証
明
書
を
返
納
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
事
務
の
区
分
）

第
三
十
五
条

附
則
第
十
七
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項
及
び
附
則
第
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
入
管
法
第
十
九
条

の
七
第
二
項
、
附
則
第
十
八
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
八
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十

九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
三
十
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項
及
び
附
則
第
三
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新

特
例
法
第
十
条
第
三
項
並
び
に
附
則
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

（
罰
則
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
十
六
条

施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

旧
外
国
人
登
録
法
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
項
に
規
定
す
る
行
為
に
対
す
る



- 24 -

旧
外
国
人
登
録
法
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
外
国
人
登
録
令
（
昭
和
二
十
二
年
勅
令
第
二
百
七
号
）
第
十
四
条

か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
）

第
三
十
七
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

附
則
第
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

附
則
第
十
七
条
第
一
項
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
三
十
条
第
一
項
又
は
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関

し
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

第
三
十
八
条

附
則
第
十
七
条
第
一
項
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
三
十
条
第
一
項
又
は
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し

て
住
居
地
を
届
け
出
な
か
っ
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
三
十
九
条

施
行
日
以
後
に
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
を
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
十
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

他
人
名
義
の
登
録
証
明
書
を
行
使
す
る
こ
と
。

二

行
使
の
目
的
を
も
っ
て
、
登
録
証
明
書
を
提
供
し
、
又
は
他
人
名
義
の
登
録
証
明
書
を
収
受
す
る
こ
と
。
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第
四
十
条

附
則
第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
入
管
法
第
六
十
一
条
の
九
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
、
同

項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
附
則
第
十
三
条
第
六
項
、
第
十
五
条
第
四
項
若
し
く
は
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ

れ
、
若
し
く
は
附
則
第
十
七
条
第
二
項
及
び
第
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
入
管
法
第
十
九
条
の
七
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
返
還
さ
れ
る
在
留
カ
ー
ド
の
受
領
、
附
則
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
又
は
附
則
第
十
七
条
第
一
項
若

し
く
は
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
五
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

第
四
十
一
条

附
則
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
特
例
法
第
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
、
同
項
の
規

定
に
違
反
し
て
、
附
則
第
二
十
七
条
第
五
項
、
第
二
十
八
条
第
四
項
若
し
く
は
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ

れ
、
若
し
く
は
附
則
第
三
十
条
第
二
項
及
び
第
三
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
特
例
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
返
還
さ
れ
る
特
別
永
住
者
証
明
書
の
受
領
、
附
則
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
又
は
附
則
第
三
十
条
第
一

項
若
し
く
は
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
五
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
二
条

地
方
自
治
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び

附
則
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ

日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日

て
い
る
事
務

本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入

国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
一

年
法
律
第
七
十
九
号
）

第
四
十
三
条

地
方
自
治
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
覚
せ
い
剤
取
締
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

、
、

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭

第
十
九
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
十
九
条
の
八
第
二
項
及
び
第
十
九

和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）

条
の
九
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
九
条
の
八
第

一
項
並
び
に
第
十
九
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
処
理
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

別
表
第
一
外
国
人
登
録
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
の
項
を
削
り
、
同
表
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
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き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
の
項
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日

第
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
十
条

本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
十
一
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項

国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
十
二
条
第
三
項
、
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
十
四
条

年
法
律
第
七
十
一
号
）

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第

二
項
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
六

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

別
表
第
一
外
国
人
登
録
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
項
及
び
外
国
人
登
録
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
の
項
を
削
り
、
同
表
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国

と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
項
中
「
附
則
第
二
十
七
条
第
一
項
」
を
「
附
則
第
十
七
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項

及
び
附
則
第
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
七
第
二
項
、
附
則
第
十
八
条
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第
一
項
、
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
二
十
八
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び

に
第
三
十
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項
及
び
附
則
第
三
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き

日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
第
十
条
第
三
項
並
び
に
附
則
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第

三
十
三
条
」
に
改
め
る
。

（
職
業
安
定
法
等
の
一
部
改
正
）

第
四
十
四
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
」
に
改
め
る
。

一

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
三
十
二
条
第
一
号

二

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
四
条
第
一
項

第
二
号
ル

三

船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
五
十
六
条
第
一
号

四

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
十
三
条
第
一
号
及
び
第
四
号

イ
並
び
に
第
三
十
二
条
第
一
号

五

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法



- 29 -

律
第
八
十
八
号
）
第
六
条
第
一
号

第
四
十
五
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
七
十
三
条
の
二
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

一

職
業
安
定
法
第
三
十
二
条
第
一
号

二

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
第
二
号
ル

三

船
員
職
業
安
定
法
第
五
十
六
条
第
一
号

四

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
一
号
及
び
第
四
号
イ
並
び
に
第
三
十
二
条
第
一
号

五

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
号

（
地
方
財
政
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
六
条

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
四
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

（
弁
護
士
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
七
条

弁
護
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
号
中
「
第
四
条
第
三
十
六
号
」
を
「
第
四
条
第
三
十
五
号
」
に
、
「
第
三
十
八
号
」
を
「
第
三
十
七
号
」
に
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改
め
る
。

（
地
方
財
政
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
八
条

地
方
財
政
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
三
項
中
「
第
十
条
の
四
第
八
号
」
を
「
第
十
条
の
四
第
七
号
」
に
改
め
る
。

（
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
九
条

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

許
可
を
受
け
た
者
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
許
可
が
失
効
し
た
と
き
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
戸
籍
法
（

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
死
亡
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者

は
（
当
該
死
亡
し
た
者
が
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
三
に
規

定
す
る
中
長
期
在
留
者
又
は
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る

特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
入
管
特
例
法
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
特
別
永
住
者
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で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
死
亡
に
つ
い
て
戸
籍
法
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
十
五
第
四
項
又
は
入
管
特
例
法
第
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
死
亡

し
た
中
長
期
在
留
者
の
在
留
カ
ー
ド
又
は
当
該
死
亡
し
た
特
別
永
住
者
の
特
別
永
住
者
証
明
書
を
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
者
（
当
該
中
長
期
在
留
者
又
は
特
別
永
住
者
の
同
居
者
に
限
る
。
）
が
、
当
該
死
亡
の
日
に
お
け
る
次
の
各
号
の
順

位
に
よ
り
）
、
当
該
死
亡
の
事
実
を
知
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
許
可
証
を
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

同
居
の
親
族

二

そ
の
他
の
同
居
者

第
八
条
第
七
項
中
「
死
亡
届
出
義
務
者
等
」
を
「
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
を
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
」
に

改
め
る
。

（
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
）

第
五
十
条

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
七
条
の
二
中
「
を
、
又
は
外
国
人
登
録
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
四
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け

て
い
る
者
が
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
」
を
「
、
同
法
」
に
、
「
若
し
く
は
同
法
」
を
「
（
同
法
第
二
十
六
条
の
二
第
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一
項
（
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法

律
第
七
十
一
号
）
第
二
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
入
国
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
出
入
国
管
理

及
び
難
民
認
定
法
」
に
改
め
る
。

（
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
一
条

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
七
十
四
条
の
三
第
三
項
第
一
号
中
「
第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
」
に
、
「
同
項
」
を
「
同
条

」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
四
条
の
三
第
三
項
第
一
号
中
「
第
七
十
三
条
の
二
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
」
に
、
「
同
条
」
を
「
同
項

」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
七
十
三
条
の
二
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
雇
用
対
策
法
の
一
部
改
正
）
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第
五
十
三
条

雇
用
対
策
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
中
「
第
七
十
三
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
三
号
の
四
イ
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
中
「
又
は
外
国
人
登
録
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
」
を
削
る
。

第
五
十
四
条
及
び
第
五
十
五
条

削
除

（
地
方
公
共
団
体
の
特
定
の
事
務
の
郵
便
局
に
お
け
る
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
六
条

地
方
公
共
団
体
の
特
定
の
事
務
の
郵
便
局
に
お
け
る
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第
五
号
と
す
る
。

第
七
条
中
「
、
第
三
号
又
は
第
五
号
」
を
「
又
は
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
七
条

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
の
項
中
「
第
十
一
条
第
一
項
」
の
下
に
「

、
第
十
九
条
の
七
第
一
項
、
第
十
九
条
の
八
第
一
項
、
第
十
九
条
の
九
第
一
項
、
第
十
九
条
の
十
第
一
項
、
第
十
九
条
の
十
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一
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
九
条
の
十
二
第
一
項
、
第
十
九
条
の
十
三
第
一
項
及
び
第
三
項
」
を
加
え
、
「
及
び
第
六
十

一
条
の
二
の
九
第
一
項
」
を
「
並
び
に
第
六
十
一
条
の
二
の
九
第
一
項
」
に
改
め
、
「
第
十
九
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「

、
第
十
九
条
の
六
、
第
十
九
条
の
七
第
二
項
（
第
十
九
条
の
八
第
二
項
及
び
第
十
九
条
の
九
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
、
第
十
九
条
の
十
第
二
項
（
第
十
九
条
の
十
一
第
三
項
、
第
十
九
条
の
十
二
第
二
項
及
び
第
十
九
条
の
十
三

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
、
「
第
二
十
条
第
四
項
（
」
の
下
に
「
第
二
十
一
条
第
四
項
及
び
」
を

加
え
、
「
、
第
二
十
一
条
第
四
項
」
を
削
り
、
「
第
六
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
の
下
に
「

、
第
五
十
条
第
三
項
」
を
加
え
、
同
表
外
国
人
登
録
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
の
項
を
削
り
、
同
表
日
本

国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一

号
）
の
項
中
「
及
び
第
五
条
第
三
項
」
を
「
、
第
五
条
第
三
項
、
第
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十

二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
三
条
第
一
項
並
び
に
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
「
第
二
項
」
の
下
に
「

、
第
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
条
第
三
項
並
び
に
第
十
一
条
第
二
項
（
第
十
二
条
第
三
項
、
第
十
三
条
第
二
項
及
び

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

（
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）
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第
五
十
八
条

競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、

同
条
第
九
項
中
「
第
四
号
又
は
第
六
号
」
を
「
第
三
号
又
は
第
五
号
」
に
改
め
、
「
又
は
第
三
号
」
を
削
り
、
「
同
項
第
五

号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
法
務
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
五
十
九
条

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
第
三
十
五
号
を
削
り
、
第
三
十
六
号
を
第
三
十
五
号
と
し
、
第
三
十
七
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

り
上
げ
る
。

附
則
中
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
三
項
と
す
る
。

（
検
討
）

第
六
十
条

法
務
大
臣
は
、
現
に
本
邦
に
在
留
す
る
外
国
人
で
あ
っ
て
入
管
法
又
は
特
例
法
の
規
定
に
よ
り
本
邦
に
在
留
す
る

こ
と
が
で
き
る
者
以
外
の
も
の
の
う
ち
入
管
法
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
仮
放
免
を
さ
れ
当
該
仮
放
免
の
日
か
ら
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一
定
期
間
を
経
過
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
こ
の
法
律
の
円
滑
な
施
行
を
図
る
と
と
も
に
、
施
行
日
以
後
に
お
い
て
も
な
お
そ

の
者
が
行
政
上
の
便
益
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
に
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
施
行
日
ま
で
に
、
そ
の
居
住
地
、
身
分

関
係
等
を
市
町
村
に
迅
速
に
通
知
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。

２

法
務
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
円
滑
な
施
行
を
図
る
た
め
、
現
に
本
邦
に
在
留
す
る
外
国
人
で
あ
っ
て
入
管
法
又
は
特
例
法

の
規
定
に
よ
り
本
邦
に
在
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
以
外
の
者
に
つ
い
て
、
入
管
法
第
五
十
条
第
一
項
の
許
可
の
運
用
の
透

明
性
を
更
に
向
上
さ
せ
る
等
そ
の
出
頭
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
そ
の
他
の
不
法
滞
在
者
の
縮
減
に
向
け
た
措
置
を
講
ず
る

こ
と
を
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。

３

法
務
大
臣
は
、
永
住
者
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人
の
う
ち
特
に
我
が
国
へ
の
定
着
性
の
高
い
者
に
つ
い
て

、
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
者
の
本
邦
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
資
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
そ
の
在
留
管
理
の
在

り
方
を
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
一
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
新
入
管
法
及
び
新
特
例
法
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
法
律
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を



- 37 -

講
ず
る
も
の
と
す
る
。


